
弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
昨
年

の
七
月
十
九
日
に
発
足
し
て
か
ら
ま

も
な
く
一
周
年
を
迎
え
ま
す
。
弥
生

地
区
よ
り
選
出
さ
れ
た
運
営
委
員
が

地
域
事
業
部
会
と
広
報
部
会
と
に
分

か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
実
績
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
地
域
事
業
部
会

①
福
祉
事
業
→
共

催
で
「
や
よ
い
ニ

コ
ニ
コ
体
操
」
・

「
み
ん
な
で
歌
お

う

」

・

講

演

会

「
ま
だ
ま
だ
人
生
こ
れ
か
ら
だ
」
を

実
施
し
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

②
防
災
・
防
犯
対
策
事
業
→
「
救
急

救
命
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」
講
習

会
を
実
施
、
五
十
名
近
い
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
③
環
境
事
業
→
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
の
弱
者
を
支
え

る
仕
組
み
作
り
を
検
討
す
る
た
め

「
地
域
支
え
あ
い
検
討
会
」
を
二
回

実
施
し
、
委
員
及
び
地
域
住
民
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

◆
広
報
部
会

旧
「
弥
生
地
域
ニ
ュ
ー
ス
」
は
「
タ

ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
や
よ
い
」
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
内
容
的
に
も

出
来
る
だ
け
地
域
に
密
着
し
た
話
題

を
毎
号
掲
載
す
る
事
に
努
め
ま
し
た
。

発
行
部
数
も
増
加
を
工
夫
し
、
銀
行

支
店
へ
の
設
置

や
四
つ
の
小
中

学
校
の
生
徒
に

個
人
配
付
を
開

始
す
る
等
、
従

来
の
八
百
部
か

ら
二
千
三
百
部

に
大
幅
に
増
加

さ
せ
て
、
四
回

発
行
し
ま
し
た
。

運
営
委
員
会
発
足
一
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
転
換
に
向
け
夜

遅
く
ま
で
議
論
し
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
や
地

域
事
業
の
実
施
と
、
地
域
の
力
の
大

き
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後

も
弥
生
地
域
が
益
々
住
み
良
い
ま
ち

に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
春
以
降
、
運
営
委
員
会
の

方
々
と
設
立
準
備
を
進
め
、
皆
様
の

ご
協
力
で
発
足
1
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
「
地
域
の
力
」

を
育
て
、
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
弥
生
地
区
の
活
動

を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
「
絆
」
と
い
う

言
葉
が
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。
し
か

し
、
と
か

く
都
会
地

で
は
近
隣

と
の
つ
き

あ
い
が
希

薄
で
、
他

人
に
無
関

心
と
い
う

風
潮
が
見

ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
現
状
に
飽
き
足
ら
な
く
思
っ

て
い
る
が
、
近
所
付
合
い
を
ど
う
始

め
た
ら
良
い
か
悩
ん
で
い
る
方
や
、

定
年
後
の
有
り
余
る
自
由
時
間
の
使

い
方
を
模
索
し
て
い
る
方
は
、
是
非

町
内
会
へ
の
参
加
を
ご
検
討
下
さ
い
。

弥
生
地
区
の
七
町
会
で
は
、
初
春
の

餅
つ
き
大
会
に
始
ま
り
、
秋
の
祭
礼
、

年
末
の
防
犯
防
災
の
夜
回
り
等
々
多

く
の
行
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
い
つ
か
ら
で
も
参
加
を

歓
迎
し
ま
す
。
詳
し
く
は
近
所
に
お

住
ま
い
の
町
会
役
員
か
、
弥
生
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

五
月
連
休
明
け
以
降
に
、
中
野
新
橋

の
た
も
と
に
「
な
か
し
ん
広
場
」
が

新
規
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
小
さ

な
広
場
で
す
が
、
周
辺
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
、
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

第 ５ 号 タウンニュース や よ い 平成２４年５月１日

編集・発行

弥生区民活動センター

運営委員会

中野区弥生町1-58-14

TEL 3372-0845

FAX 3372-0846

や
よ
い

や
よ
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

は
、
よ
き
先
輩
の

意
志
を
受
け
継
ぎ
、

地
域
の
皆
様
や
、

役
所
・
関
係
機
関
・

町
会
等
の
ご
支
援

を
頂
き
、
会
員
一

同
力
を
合
わ
せ
て

活
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

本
年
六
月
に
は
設
立
二
十
周
年

を
迎
え
ま
す
が
、
式
典
な
ど
と

堅
く
考
え
ず
、
二
十
年
続
け
て
こ
ら
れ

た
事
に
感
謝
し
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒

に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た

い
と
い
う
事
で
、
「
て
ん
て
こ

一
座
」
座
長
藤
間
悠
千
代
さ

ん
（
元
宝
塚
ス
タ
ー
）
の
ご

好
意
に
よ
り
、
「
童
謡
・
唱

歌
・
民
謡
等
の
舞
踏
シ
ョ
ー
」

の
公
演
を
開
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
員
は
勿
論
、
地
域

の
大
勢
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
Ｓ
）

な
か
し
ん
広
場
オ
ー
プ
ン

三
月
二
十
一
日
弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で

「
区
長
と
の
対
話
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
八
名
と
少
人
数
で
し
た
が
、
問
題
意
識
の
高

い
方
が
多
く
、
区
長
と
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
の
詳
細
は
区
の
ホ
ー
ム
・

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
が
、

首
都
圏
直
下
型
地
震
が
近
い
と

の
予
測
の
影
響
で
、
防
災
関
連

の
質
問
が
多
く
出
ま
し
た
。

元
南
部
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
支
援
担
当
副
参
事

岩
浅
英
樹

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
分
野
主
査

（
元
セ
ン
タ
ー
所
長
）
田
中

明
子



今
回
は
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

集
会
室
を
利
用
し
て
い
る
趣
味

の
会
で
、
地
区
祭
り
の
作
品
展

常
連
を
二
つ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平
成
六
年
に
ス
タ
ー
ト
し
今
年

十
八
年
目
を
迎
え
ま
す
。
会
員

は
現
在
十
数
名
で
、
毎
月
第
二
・

第
四
木
曜
日
の
午
後
一
時
～
三

時
が
定
例
の
会
合
日
で
す
。
会

員
の
方

に
絵
手

紙
で
一
番
大

事
な
こ
と
は

と

伺

う

と

「
絵
も
字
も

下
手
が
よ
い
、

そ
の
方
が
貰
っ

た
方
が
元
気

が
出
る
」
と

の
こ
と
。
昨
年
は
中
野
区
に
二
十
以

上
あ
る
絵
手
紙
の
会
が
ま
と
ま
っ
て

被
災
地
に
お
見
舞
い
の
絵
手
紙
を
出

し
た
そ
う
で
す
。
会
は
特
に
先
生
を

持
た
ず
自
習
が
基
本
。
取
材
当
日
絵

手
紙
を
書
く
代
わ
り
に
編
み
物
を
し

て
い
る
方
も
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
自
由
な
雰
囲
気
の
会
で
し
た
。

弥
生
地
域
セ
ン
タ
ー
開
設
時
に
東
中

野
地
域
セ
ン
タ
ー
で
久
保
田
先
生
が

教
え
て
い
る
こ
と
を
セ
ン
タ
ー
職
員

が
聞
き
、
弥
生
で
も
と
言
う
こ
と
で

講
習
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
直

後
に
同
好
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

三
十
年
以
上
続
い
て
い
る
会
で
す
。

会
員
は
現
在
十
数
名
で
、
原
則
第
二

週
と
第
四
週
の
金
曜
日
午
前
中
が
定

例
の
会
合
で
す
。
パ
ン
粘
土
と
言
わ

れ
る
白
い
生
地
に
油
絵
具
を
加
え
て

着
色
し
て
、

綺
麗
な
花
を

制
作
し
ま
す
。

パ
ン
と
聞
い

て
食
べ
ら
れ

る
の
か
と
勘

違
い
し
ま
す

が
、
観
賞
専

用
で
す
。
小

品
で
二
週
間
、

大
作
は
二
ヶ
月
は
か
か
る
根
気
の
い

る
作
業
で
す
が
完
成
時
の
充
実
感
が

励
み
だ
そ
う
で
す
。

◆
「
絵
手
紙
の
会
」
「
パ
ン
の
花
」

共
に
参
加
希
望
者
は
、
定
例
の
会
合

日
に
直
接
集
会
室
へ
お
い
で
に
な
る

か
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
迄
。
。

住
所

弥
生
町
三
―
三
三
―
八

☎

三
三
七
〇
―
九
八
四
一

～
初
め
て
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
身
分

証
明
書
・
緊
急
連
絡
先
の
分
か
る
も

の
を
お
持
ち
下
さ
い
。
～

☆

ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

☆

◆
「
や
よ
い
音
楽
の
森

ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
日
時
」
五
月
十
七
日
（
木
）
午
後

一
時
半
～
三
時

「
場
所
」
や
よ
い
の
園
二
階
大
広
間

「
参
加
費
」
無
料
「
対
象
」
中
野
区

在
住
の
方
「
申
込
」
当
日
直
接
お
越

し
下
さ
い
。
ゲ
ス
ト
を
二
組
お
招
き

し
、
春
の
よ
う
に
暖
か
な
音
楽
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

☎

三
三
七
二
―
〇
八
四
一

◆
や
よ
い
☆
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
児
童
館

の
お
祭
り
）

六
月
三
十
日
（
土
）

午
後
一
時
半
～
四
時
、
是
非
遊
び
に

来
て
下
さ
い
。
チ
ケ
ッ
ト
は
六
月
二

十
日
（
水
）
か
ら
児
童
館
で
配
布
。

◆
児
童
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
親
子

で
あ
そ
ぼ
う
」
五
月
十
八
日
（
金
）

午
前
十
一
時
～
三
十
分
、
中
野
保
育

園
の
保
育
士
さ
ん
と
遊
び
ま
し
ょ
う
。

◆
ビ
ッ
ク
ら
タ
イ
ム
～
大
学
生
と
あ

そ
ぼ
う
～

五
月
十
二
日
（
土
）
午

後
二
時
十
五
分
～
一
時
間
、
向
台
小

学
校
校
庭
集
合
（
移
動
児
童
館
）
。

◆
そ
の
他
行
事
や
詳
し
く
は
「
や
よ

い
タ
イ
ム
ス
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

住
所

本
町
二
―
三
二
―
一
四

☎

三
三
七
三
―
〇
三
八
〇

◆
卓
球
や
ろ
う
会

月
一
回
土
曜
日

午
後
二
時
半
～
五
時

定
員
・
申
込

み
な
し
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

◆
マ
マ
カ
フ
ェ

月
一
回
程
度
予

定
。

午
前
十
一
時
～
午
後
一
時

定
員
・
申
込
み
な
し
。

◆
そ
の
他
の
行
事
や
内
容
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
、
当
該
行
事
が
近
づ
い
た

月
の
「
児
童
館
だ
よ
り
」
・
館
内
掲

示
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
所

本
町
一
―
二
三
―
八

☎

三
三
七
三
―
二
九
五
八

◆
楽
し
く
歌
お
う
（
西
川
文
恵
先
生
）

五
月
二
三
日
・
六
月
二
十
日
（
第
三

水
曜
日
）

十
一
時
～
十
二
時

◆
楽
し
い
盆
踊
り

五
月
二
十
八
日
・
六
月
二
十
五
日

（
第
四
月
曜
日
）
一
時
～
二
時
半

◆
楽
し
い
サ
ロ
ン
「
こ
ど
も
の
日
」

筍
ご
は
ん
と
柏
餅

費
用
三
百
円

◆
楽
し
い
園
芸
教
室
（
小
岩
登
先
生
）

五
月
七
日
・
六
月
四
日
（
第
一
月
曜

日
）

十
一
時
～
十
二
時

◆
や
さ
し
い
民
謡
教
室

五
月
九
日
（
水
）
日
程
変
更
。

「
江
戸
っ
子
は
、
五
月
の
鯉
の
吹
き

流
し
、
口
先
ば
か
り
で
腸
わ
た
は
な

し
」
と
、
昔
の
江
戸
の
職
人
達
は
自

分
の
気
っ
ぷ
の
良
さ
を
自
慢
し
た
そ

う
で
す
。
江
戸
っ
子
の
気
質
は
さ
て

お
い
て
、
五
月
の
澄
ん
だ
青
空
に
、

花
の
香
り
を
の
せ
た
風
に
泳
ぐ
鯉
の

ぼ
り
・
・
。
そ
う
言
え
ば
、
以
前
は

都
内
で
も
元
気
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
を

よ
く
見
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

あ
ま
り
見
か
け
な
い
の
は
さ
び
し
い
。

神
田
川

沿
い
に

は
泳
ぐ

鯉
の
ぼ

り
が
似

合
う
の

に
ね
。
（
K

）
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本
一
高
齢
者
会
館

朝
日
ヶ
丘
児
童
館

や

よ

い

の

園

弥
生
地
区
唯
一
の
大
学
で
あ
る
東
京
工
芸
大
学
は
一
九
二

三
年
に
設
立
さ
れ
た
小
西
写
真
専
門
学
校
を
前
身
と
し
、
現

在
は
芸
術
学
部
と
工
学
部
の
二
学
部
十
二
学
科
を
擁
す
る
総
合

大
学
で
学
生
総
数
は
約
五
千
人
で
す
。
芸
術
学
部
は
マ
ン
ガ
学

科
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
科
等
特
色
の
あ
る
7
学
科
が
あ
り
、

工
学
部
も
建
築
学
科
・
メ
デ
ィ
ア
画
像
学
科
等
5
学
科
を
擁
し
て
い
ま
す
。
大
学

は
両
学
部
の
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
工
芸
融
合
科
目
の
「
工
房
科
目
」
を

単
位
と
し
て
設
定
す
る
な
ど
、
工
学
や
芸
術
の
垣
根
を
越
え
た
視
野
の
広
い
技
術

者
・
ア
ー
チ
ス
ト
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
若
尾
さ
ん
は
当
大
学
初
の
芸
術
畑
出
身

（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
の
学
長
で
、
便
利
す
ぎ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
だ
か
ら
こ
そ

「
人
間
・
私
」
を
大
切
に
し
「
や
さ
し
さ
や
創
造
性
」
を
発
揮
す
る
よ
う
学
生
に

説
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
定
期
的
に
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
学
長
室
で
実
施

し
、
学
生
の
生
の
声
や
悩
み
を
聞
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
ご
自
身
も
好
奇
心
旺
盛

で
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
が
好
き
と
の
こ
と
。
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充

実
を
契
機
に
、
従
来
以
上
に
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
た
い
と
の
抱
負
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
A
）

弥

生

児

童

館

編

集

後

記

やよいトピックス人
ひ
と

椅
子
に
座
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

操
し
ま
す
。
あ
と
は
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
。

毎
月
第
二
木
曜
日
午
後
一
時
半
～
三
時

弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
三
階


